
活動報告 

団 体 名 伊那市社会福祉協議会 

活 動 名 令和 4年 8月豪雨災害の村上市への被災地支援ボランティアバスパック事業 

活動期間 2022/09/09～2022/09/09 

活動の成果 

令和４年８月初旬からの豪雨災害では、隣県の新潟県をはじめ東日本各地に甚大

な被害が発生しましたが、災害復旧活動はコロナ禍の影響などもあり、ボランテ

ィアの支援が大いに不足する状況となっていました。 

そうした中、新潟県内の災害ボランティアセンターからボランティア募集範囲を

隣県に広げる旨の情報発信があり、これを受けた長野県社会福祉協議会からボラ

ンティア派遣の協力依頼が上伊那郡内の社会福祉協議会へも寄せられたことか

ら、これに応えて本会以下、郡内の８市町村社協が連携し、被災地にボランティ

アの力を届けるため、９月９日に新潟県村上市に向けて「災害支援ボランティア

バス」を運行しました。 

今回は、郡内の住民を対象に参加者を募集し、スタッフの社協職員も含めて計

23名のボランティアの皆さんの力を被災地へ届けることができました。最年長

は 75歳の方から最年少は 19歳の大学生まで。男性８割・女性２割という参加

状況で、多くの方が災害ボランティア経験ありという頼もしい力となりました。 

今回の活動先となった村上市では、郊外で大規模な土砂災害が発生したほか、中

心市街地においても広範囲に浸水被害が発生し、８月末時点の状況では 1,300

世帯以上が被災しました。村上市の花立地区で行った今回の作業は、主に住宅の

庭などに残った泥の片づけで、泥をスコップで土嚢袋に詰め、できたものを一輪

車に乗せて運び出し、道路の脇に積み上げるというものでした。参加されたボラ

ンティアの皆さんも、この活動をとおして多くのことを感じ、被災地の住民の

方々へ想いを寄せられました。そんなお声を紹介します。 

 

○作業中大変に暑い日ではありましたが、作業は順調に進みました。ボランティ

ア活動の経験が少ない私がお役に立てれたかなとの思いのまま帰路につきました

が、集落の方たちから感謝の気持ちをいただき、村上市災害ボランティアセンタ

ーのスタッフからも作業が大変よく進んだと喜ばれたとの報告を受け、内心うれ

しく思いました。（男性・70歳代） 

 

○自然の中で生活していると、いつどこで災害があるか、誰にもわかりません。

いざ起きてしまった災害は、元に戻るものではありません。やはり「人」の力が

必要です。少しでも元に戻せれば、お互いの気持ちがいいものです。ちょっとだ

け力をだせたかな、というのが感想です。皆の気持ちがひとつになるって、素晴

らしいことですね。（男性・60歳代） 

 

○今回は被災者とボランティアというそれぞれの立場ですが、今後いつ立場が逆

転するかわからないという気持ちで活動を行ったり、被災された住民の方に接し

ました。距離も遠く限られた時間でしたが、少しずつを積み重ねていけば、いつ

かは目的を達成できます。これからもボランティアとして力になれれば参加した

いと思います。（男性・50歳代） 



○被災された皆さんが支援を求めている一方で、復旧が進んでいない事実を知ら

ない人もたくさんいるのではないかと思いました。今回のボランティアバスの募

集がなければ気づかずに過ぎてしまったかもしれません。活動後に住民の皆様が

沿道で一人ひとりにお礼を言ってくださいました。自分たちが大変な時に、たっ

た一日お手伝いをした私たちへの感謝の意に、逆に申し訳なく感じました。一日

も早い復旧を願わずにいられません。（男性・40歳代） 

 

今回は一日だけの活動でしたが、ボランティアによる被災地支援は小さなことの

積み重ねであり、被災地にボランティアの力を届ける私たちの活動は、被災地の

復旧の一助になったと思います。 

寄付者への 

メッセージ 

多くのマンパワーと継続的な活動が必要な災害支援ボランティアは、”無償の

力”と”限られた財源”だけではない得ない者です。 

今回本会が実施したボランティアバスは、思いはありながら、個人ではハードル

が高く参加が難しかった郡内のボランティアの皆さんの力を、当方で用意したバ

スを使用することにより移動の負担を軽減し、地域の仲間が団体で出向くことに

より活動への精神的負担も軽減することができ、急な募集ではありましたが、結

果として多くの熱い思いを持ったボランティアの皆さんの力を被災地に届けるこ

とができました。 

そしてそのボランティアの皆さんの力は、きっと被災地の住民の皆さんの復旧・

復興の力になったことと思います。 

そのことができましたのも、寄付者の皆様からの尊いお力添えがあったことによ

るものと、心より感謝しております。 

皆様の今後益々のご活躍をご祈念申し上げ、お礼の言葉といたします。 

（活動のようす） 

 

  

  



 


